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1　は　じ　め　に

宮城県古川農業試験場では，1980年冷害を契機に，耐冷

性検定方法の改善を図りながら，水稲の耐冷性育種に薫手

した。その一環として．1981年以降多数の．＼ム種系統の耐冷

性検定を行い，耐冷性退転資源の探索を行ってきた。1984

年以降は退伝資源の探索の範囲を広げ，汀本陸稲の耐冷惟

検定を実施した。その結果，陸稲の巾に多数の耐冷性の鹿

い品種系統が兄いだされた。これらは陸稲の耐冷性髄化に

役立つ貴重な遺伝資源と考えられるので報告する。

2　試　験　方　法

供試した品種・系統は，茨城県農業試験場及び農水省農

表1恒温深水圃場における耐冷性検定法の概要

年 次
播 種 期 移 植 期

栽　 植
（月 ・l‾り （月 ・‖）

19 84 4 ．15 5 ．25 2 4 ＊10 cm ，

19 8 5 4 ．14 5 ．25 2 4 ＊10 cm ，

198 6 4．15 5．2 1 2 4 ＊10 cm ，

表2　耐冷性の無期馴鹿準品種

様　式

1株2本

1株2本

耐冷性

程度
鹿　 ←　　　 耐

熟期 Ⅰ　　　　　 Ⅱ　　　　　　 Ⅲ　　　　　　 Ⅳ

極 早 生 ハマアサヒ

早　　 生
小 母 35　 ヨ言う竜　 ムツニシキ　 レ

はなのまい　　　　　　　　　　　　　　 7

中　　 生
トドロキワセ　 オオ トリ　　 コガネヒカリ　ア

晩　　 生 コシヒカリ　 ホウレイ　 人　　　 空

往．1986年稲育種連絡会議申し合わせによる。

圃場における出穂期により，ハマアサヒ，シモキク級を極

早生，アキヒカリ級を早生，トヨニシキ級を申／L　コシヒ

カリ，農林21号級を晩生とし区分した。相良は供試した3

株の最良梓を実測した。極早生の逓準．1㌔，掛ま来確定なので，

当場の検定結果からハマアサヒをⅣ．シモキクをⅥの基準

として分級を行った。

耐冷性程度の比較に使用した水稲のデータは，東北」ヒ搾

地方を中心とした多数品種の検定結果＝及び1986印に供試

した品種・系統の検定結果である。陸稲の在来品種の中に

は梓良が1mを超す極長押晶樺もあったか，これらは処理

－3

業隼物資源研究所より譲り受けた陸稲343秤である。1984

年は陸稲改良品種20挿．茨城県農業試験場で西成小の系統

30挿，計50種，1985坪は陸稲の在来儒品種107挿．花束梗

．品種16猟茨城県農業試験場育成の橋品挿・系統27挿，計

150種，1986年は茨城県農業試験場で保存中の陸稲梗稗を

小心に218種，農水省農業生物資源研究所で保存中の陸稲

16品種，計234種である。それらの一一部は3年間供試した。

なお畑かん栽培用に市成された石岡系統は便宜的に陣稲と

して化分けした。

耐冷性の検定は恒温深水は（表l）により実施した。耐

冷惟程度の判定は198ノ川三は木稔歩合の尖測値により，1985

－86印はホ稔歩合の達観判定†和こより，表2の水稲の耐冷

性應準．清祥と比較して熱期別に判定した。熟期は恒恕深水
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水深20cmでは卜分な冷水処理ができないので，染分1’と

同程度の程長90cm以上の．■．．1椎は耐冷性の判定から除外し

た。なお，改良．品稚・系統の相良は最長88cmであり．人

部分は60－80cmであり．20cmの処押水深で検定が可能な

範囲と考えられる。

3　試験結果及び考察

3年間の検定で耐冷性柑度を判定した品種・系統は316

種であり，出穂期別にみると梅早／七は27品阻晩生は22品

種早生及び11叶はそれぞれ109．158．品秤であった。
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陸稲及び水稲品種の耐冷性階級別構成比を楔と様に分け

てみると，図1のとおりである。すなわち．梗品種は陸稲と水

稲の間で耐冷性の強い品種の構成比には大差はみられなかっ

たが，揺品種では極強階級の構成比が陸稲で大きかった。

また，陣稲の在来品用と改良占占樺にわけて，稀と梗の耐

冷性階級別の品種の構成比を図2に示した。この図から明

らかなように．粍品種は梗品稲より耐冷性の強い品種の構

成比が人きかった。これまでの検定結果3）では在粗描阻

改良品秤とも陸稲の方が水稲より第Ⅱ階級（極強）の品挿
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図1水稲及び陸稲占～，種の耐冷惟階級別構成比

伽
　
5
0
　
4
0
　
3
0
　
2
0
　
1
0

構
　
成
　
比
　
（
％
）

け　　Ⅲ　Ⅳ　　Ⅴ　Ⅶ～

耐冷性階級
U l】　Ⅳ　Ⅴ　Ⅵ～

耐冷性階級

図2　陸稲粍・梗品種の耐冷性階級別構成比

の構成比が高かったが，供試した陸稲の大部分が捕品種で

あったためと考えられる。

これらの検定結果から明らかにされた陸稲の耐冷性極強

品種の中には，水稲の第Ⅱ階級（極強）にはいる早生の

「申母35」，中生の「トドロキワセ」，晩生の「コシヒカリ」

と同等以上の耐冷性を示す品種が多数存在した。これらは

表3に示すとおりで在来絡46，改良種20樺である。これら

の中，表巾の破線の左側の在来種10，改良品種・系統6種

は，第Ⅱ階級（梅踵）の基準品種より明らかに不稔歩合が

低かった。

表3　耐冷性の階級が第Ⅱ階級以上と評価された陸稲の品種・系統

禦L l明

有 中生

石三　　　　　 釆　　　　　　　　　　 掩 改　　　 良　　　 品　　　 種

稲 権 輔 穫
北　 海　 亦　 毛 山 岡 捕 26 号

LJ ／lミ
ヤ　　 カ　　 ン ハ タ ニ シ キ
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藤 蔵 相 16 【ユ 藤 機構

、Iそ 川 馳 稲 は張 輔
高 砂 ・早＋生 し出光拓

久　　　 l蔵 f壱 張 79 事j・

リし ノt 信 州
大 島 3 号

ム＝明日儒 2 9 弓・

イi l呵 I扁 3 0 巧
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ハタメダミモナ
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長　 柄 lJ　 生　 赤　 事詣
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占　 野　 輔
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破 線 か らん は 第 口階 級 の基 準 品権 よ り． 明 らか に不稔 歩合 の 低 い品 種系統 。

日周系統及びミズハクモ十は卿かん水稲。

4　ま　と　め

11本陸稲の中に穂ばらみ期耐冷性が極塵の品種が多数兄

いだされた。陸稲の育種では従来耐冷性の積極的な選抜は

ほとんど実施されていなかったが，最近の育成品種・系統

の中にも耐冷性梅強品種が多数含まれている。以上の事実

から，陸稲の耐冷性の遮伝は比較的l単純であり，陸稲の耐

冷性品種の育成は容易と考えられる。これらの陸稲の耐冷

仲通伝資源の解明は今後の陸稲の耐冷性育種に大いに役立

つものと考えられる。

本試験を行うにあたり．茨城県虚業試験場陸稲再拝指定

試験主任金忠男氏（現　北陸農業試験場　栽培生理研究睾

長）に陸稲の保存品種系統種子の提供及び助言をいただい

た。記して謝意を表する。
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